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発表要旨 

唐糧とは、壬辰倭乱期に明軍のための軍糧米で、中国内地から輸送してきた穀物を指す。明軍は、軍

糧を本国から自ら輸送してきて義州に蓄えておいたが、明軍が両南（湖南・嶺南）に駐屯してから、朝

鮮政府は義州に蓄えていた唐糧を南方へ運ぶことに力を注いだ。ところで、壬辰倭乱の後も唐糧は消え

ず、異なる形で営まれた。光海君 10 年（1618）、明から「後金を攻略するための援軍数千人を徴発せ

よ」という咨文が下され、光海君 14 年（1622）には明の毛文龍が鉄山郡の椵島に駐屯してから、朝鮮

政府に軍糧を求め始めた。そこで、朝鮮政府は両西地域、つまり平安道、黄海道から別途の結税を追徴

して毛文龍の陣営に送った。毛文龍の軍隊に支給する軍糧であるから「毛糧」、あるいは両西地域のか

ら糧穀を出したから「西糧」とも称した。1634 年（仁祖 12）に甲戌量田で三南地域（慶尚道、全羅

道、忠清道）の土地の結数（結：朝鮮固有の農地面積の単位）が増え、丙子胡乱以降軍糧として費やさ

れる穀物が減少すると、土地に追加で割り当てた結税がほとんど廃止されるものの、西糧だけは相変わ

らず維持され、1646 年（仁祖 23）になってから廃止された。 
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